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◆ キーワード　『おもろさうし』／詞書き／君手擦りの百果報事／十声／対峙

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
「
声
」

　
 

―
「
詞
書
き
」
か
ら
捉
え
る
祭
儀
の
段
階
―

澤 

井　
真 

代

一　
「
対
峙
」
へ
の
着
目

琉
球
王
府
の
宮
廷
儀
礼
歌
謡
集
で
あ
る
『
お
も
ろ
さ
う
し）

1
（

』
に
は
、
聖

な
る
「
声
」
あ
る
い
は
「
言
葉
」
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
「
と
こ
ゑ

／
へ
（「
十
声
」）」「
ゑ
り
ち
よ
」
な
る
も
の
を
、「
遣
り
交
わ
す
」「
合
わ

せ
る
」
と
歌
う
歌
謡
「
オ
モ
ロ
」
が
、
い
く
つ
か
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
「
声
」
を
「
遣
り
交
わ
す
」
と
い
う
表
現
の
、
祭
儀
に
お
け
る
位

置
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
出
る
「
詞
書
き
」
を
手

掛
か
り
と
し
て
考
察
す
る
。

「
遣
り
交
わ
す
」「
合
わ
せ
る
」
と
い
う
動
詞
へ
の
着
目
は
、
筆
者
の
前

稿
に
お
け
る
問
題
意
識
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
（
澤
井　
二
〇
二
〇
：

七
三
〜
八
六
）。
前
稿
に
お
い
て
筆
者
は
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
未
詳
語
の

一
つ
で
あ
る
「
つ
ゝ
」
の
語
義
を
探
究
す
る
過
程
で
、「
つ
ゝ
」
に
「
取
り

交
わ
す
」
と
い
う
動
詞
が
下
接
す
る
こ
と
に
着
目
し
、
動
詞
「
―
交
わ
す
」

が
下
接
す
る
名
詞
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
で
は
声
、
言

葉
を
「
交
わ
す
」
と
い
う
用
例
が
多
数
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
を

一
つ
の
根
拠
と
し
て
前
稿
で
は
、「
つ
ゝ
」
と
は
祭
儀
の
場
で
発
せ
ら
れ
る

聖
な
る
言
葉
な
の
で
は
な
い
か
と
考
察
す
る
と
と
も
に
、「
つ
ゝ
」
を
含
め
、

「
と
こ
ゑ
／
へ
（「
十
声
」）」「
ゑ
り
ち
よ
」
と
い
っ
た
聖
な
る
「
声
」
あ
る

い
は
「
言
葉
」
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
「
交
わ
す
」
と
い
う
、
儀
礼
歌
謡

と
し
て
の
オ
モ
ロ
に
お
け
る
表
現
を
、「
二
者
の
対
峙
」
と
い
う
観
点
か
ら

考
察
す
る
こ
と
を
、
次
の
課
題
と
し
た
。

周
知
の
と
お
り
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
沖
縄
の
民
俗
・
文
学
研
究
で
は
、

「
憑
依
」「
神
が
か
り
」
を
鍵
概
念
と
す
る
多
く
の
重
要
な
研
究
が
発
表
さ
れ

て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
人
が
神
霊
の
憑
依
を
受
け
て
い
る
状
態
や
、
そ
の
状

態
で
人
が
神
と
し
て
発
す
る
と
さ
れ
る
言
葉
の
あ
り
方
が
記
述
・
分
析
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
、
二
者
が
一
者
に
な
っ
て
い
る
状
態
が
着
目
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
一
方
で
、
沖
縄
の
宗
教
文
化
を
考
察
す
る
う
え
で
は
、
二
者
が
二
者

と
し
て
対
峙
し
な
が
ら
、
そ
の
間
で
何
ら
か
の
も
の
を
取
り
交
わ
し
た
り
、

遣
り
交
わ
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
る
儀
礼
実
践
も
、
重
要
な
局
面
を
構
成
す

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
本
稿
で
は
、『
お

も
ろ
さ
う
し
』
の
オ
モ
ロ
に
お
い
て
声
、
言
葉
を
二
者
の
間
で
「
交
わ
す
」

と
い
う
表
現
が
祭
儀
の
ど
の
よ
う
な
段
階
に
出
て
来
る
の
か
、「
詞
書
き
」

に
よ
っ
て
詞
章
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
検
討
す
る
。

二　
「
十
声
」
を
「
遣
り
交
わ
す
」

①
さ
ま
ざ
ま
な
「
声
」

『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
お
け
る
「
声
」（
こ
へ
、
こ
ゑ
）
の
用
例
を
見
る
と
、

単
独
の
「
こ
へ
」「
こ
ゑ
」
の
例
の
ほ
か
、
接
頭
語
が
つ
く
「
か
こ
へ
」「
と

こ
へ
」「
み
こ
へ
」「
や
こ
へ
」「
つ
ゝ
み
ご
へ
」、「
か
こ
ゑ
」「
お
に
の
き
み
こ

ゑ
」「
と
こ
ゑ
」「
み
こ
ゑ
」「
お
み
こ
ゑ
」「
め
つ
ら
こ
ゑ
」
と
い
う
例
が
あ
る

（
仲
原
・
外
間　
一
九
六
七
）。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
鳥
の
声
（「
こ
ゑ
」
一
四

―
一
〇
（
九
九
一
、
数
字
は
「
巻
番
号
―
巻
内
の
通
し
番
号
（
全
巻
の
通
し

番
号
）、「
か
こ
へ
」
一
三
―
七
五
（
八
二
〇
））、
消
息
（「
め
つ
ら
こ
ゑ
」

一
三
―
一
一
三
（
八
五
八
）、
一
三
―
一
三
八
（
八
八
三
）
等
）、
鼓
の
音

（「
つ
ゝ
み
ご
へ
」
一
七
―
三
一
（
一
二
〇
五
））
と
い
っ
た
、
広
が
り
を
も
っ

た
意
味
合
い
の
「
声
」
が
含
ま
れ
る
。
一
方
、
本
稿
で
着
目
す
る
「
遣
り
交

わ
す
」
で
は
な
く
、「
遣
る
」
と
い
う
動
詞
が
下
接
す
る
「
み
こ
へ
」（
三
―

三
九
（
一
二
六
））
及
び
「
み
こ
ゑ
」（
一
―
八
（
八
））
や
、
神
女
と
男
性
領

主
と
で
「
あ
わ
さ
た
な
（
合
わ
せ
た
い
）」
と
歌
わ
れ
る
「
み
こ
ゑ
」（「
ゑ
り

ち
よ
」
と
の
対
語
、
一
四
―
三
〇
（
一
〇
一
一
））、「
間
近
い
」
あ
る
い
は

「
間
遠
い
」
と
歌
わ
れ
る
、
国
王
の
祭
儀
招
請
の
言
葉
と
考
え
ら
れ
る
「
と
こ

ゑ
」（「
御
こ
と
」
と
の
対
語
で
三
―
一
（
八
八
）、「
ゑ
り
ち
よ
」
と
の
対
語

で
一
二
―
六
一
（
七
一
二
））
等
の
「
声
」
の
例
は
、
国
王
や
地
方
領
主
、
神

女
に
よ
る
、
統
治
の
安
定
を
図
る
祭
儀
に
関
わ
る
「
声
」「
言
葉
」
と
考
え
ら

れ
、
本
稿
で
着
目
す
る
「
遣
り
交
わ
す
」「
声
」
と
の
関
連
が
問
題
と
な
る
が
、

こ
れ
ら
の
「
声
」
の
異
同
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

②
「
十
声
」
を
「
遣
り
交
わ
す
」

本
稿
で
着
目
す
る
「
遣
り
交
わ
す
」
と
い
う
動
詞
と
と
も
に
出
る
「
声
」

と
し
て
の
「
と
こ
へ
／
ゑ
」「
ゑ
り
ち
よ
」
が
歌
わ
れ
る
オ
モ
ロ
は
五
首
で

あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
中
か
ら
次
の
二
首
の
オ
モ
ロ
を
掲
げ
る）

2
（

。

七
―
三
（
三
四
七
）
き
み
し
あ
ん
し
お
そ
い
か
ち
や
う
は
ち
花
の
ふ
し

一  

聞き
こ

得ゑ

大
君ぎ
みぎ

や　
や
ゝ
の
き
く
嶽た
け

に　
上の
ぼ

て
お
わ
ち
へ　
さ
り
よ
く　

て
だ　
て
る
か
は
と　
十と

声こ
へ

遣や

り
交か

わ
ち
へ　

○反
首し
よ
り里

杜も
り　

ち
よ
わ

る　
吾あ

が
貴た
ゝ

み
加が
な那

志し　
守ま
ぶ

て　
守ま
ぶ

り
よ
わ
れ

又 

鳴と

響よ

む
精せ

高だ
か
こ子

が

一
二
―
八
六
（
七
三
七
）

一  

聞き
こ
ゑ
差さ
す
笠か
さ
が　
末す
へ　

尋と

め
て　
降お

れ
わ
ち
へ　

○反
き
ら
の
数か
ず　

按あ
ぢ司

襲お
そい　

守ま
ぶ

ら

又 

鳴と

響よ

む
大
君き
みぎ

や　
真ま

末せ　
願ね
が

て　
降お

れ
わ
ち
へ

又 

聞き
こ

得へ

大
君ぎ
みち

よ　
十と

声こ
ゑ　

遣や

り
（
交か

わ
ち
へ
）

又 

鳴と

響よ

む
精せ

高だ
か
こ子

と　
ゑ
り
ち
よ　
遣や

り
交か

わ
ち
へ

又 

按あ
ぢ司
襲お
そい
と　
十と
も
ゝ百
末す
へ　
君き
み　
栄ふ
さ
て　
ち
よ
わ
れ
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「
と
こ
へ
／
ゑ
」
に
つ
い
て
、
仲
吉
本
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
一
三
―
八
八

（
八
三
三
）
の
オ
モ
ロ
の
中
で
、「
や
こ
へ
」「
と
こ
へ
」
に
そ
れ
ぞ
れ
付
さ
れ

る
注
書
き
（「
原
注
」）
に
「
八
声
」「
十
声
」
と
い
う
漢
字
が
充
て
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
一
七
一
一
年
に
成
立
し
た
首
里
王
府
の
宮
廷
語
の
辞
書
で
あ
る

『
混
効
験
集
』
に
は
、「
と
こ
い
し
ち
へ
お
み
か
う
お
が
ま
」
と
い
う
項
目
が

立
て
ら
れ
、「
十
声
八
声
し
ち
へ
お
が
ま
と
申
事
あ
れ
ば
御
顔
を
拝
み
御
物
語

を
申
と
云
事
也
」
と
説
明
さ
れ
て
お
り
（
池
宮　
一
九
九
五
：
三
〇
六
）、
こ

こ
で
も
「
と
こ
い
（
と
こ
へ
／
ゑ
）」
に
「
十
声
」
と
い
う
漢
字
が
充
て
ら
れ

て
い
る
。「
と
こ
へ
／
ゑ
」
の
正
確
な
実
像
は
不
明
だ
が
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』

の
「
原
注
」、『
混
効
験
集
』
及
び
、
先
に
見
た
オ
モ
ロ
に
お
け
る
様
々
な

「
こ
へ
／
ゑ
」
の
用
例
を
併
せ
て
考
え
る
と
、「
と
こ
へ
／
ゑ
」
は
、
な
に
が

し
か
の
「
声
」
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
置
い
て
理
解
し
得
る
だ
ろ
う
。

七
―
三
（
三
四
七
）
の
オ
モ
ロ
で
は
、
琉
球
王
国
の
最
高
位
の
女
性
祭

司
で
あ
る
聞
得
大
君
が
、
太
陽
神
「
て
だ
」「
て
る
か
は
」
と
、「
十
声
」

を
「
遣
り
交
わ
す
」
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
他
に
一
―
一
六
（
一
六
）、

七
―
一
八
（
三
六
二
）
の
オ
モ
ロ
で
、
聞
得
大
君
と
「
て
る
か
は
」
が

「
十
声
」
を
「
遣
り
交
わ
す
」
こ
と
が
歌
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
オ
モ
ロ
に
あ

る
よ
う
に
、
太
陽
神
「
て
る
か
は
」
は
、
専
ら
聞
得
大
君
と
「
十
声
」
を

「
遣
り
交
わ
す
」
傾
向
が
あ
る
（
島
村　
二
〇
一
〇
：
三
一
四
）。

一
方
、
一
二
―
八
六
（
七
三
七
）
の
よ
う
に
、
歌
い
出
し
が
下
位
の
神

女
「
差
笠
」
に
な
る
と
、「
十
声
」
を
「
遣
り
交
わ
す
」
相
手
は
聞
得
大
君

と
な
り
（
島
村　
二
〇
一
〇
：
三
一
四
）、同
様
に
一
二
―
七
三
（
七
二
四
）

の
オ
モ
ロ
で
も
、
首
里
大
君
と
聞
得
大
君
が
「
十
声
」
を
「
遣
り
交
わ
す
」

こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

③
国
王
の
守
護

で
は
、「
十
声
」
を
「
遣
り
交
わ
す
」
と
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
行
為

な
の
だ
ろ
う
か
。
遣
り
交
わ
さ
れ
る
「
声
」、
言
葉
は
、
問
い
と
答
え
な
の

か
、
あ
る
い
は
同
じ
言
葉
を
反
復
す
る
の
か
、
そ
の
実
像
は
不
明
で
あ
る

が
、
対
峙
す
る
二
者
の
間
で
、
言
葉
が
発
し
合
わ
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
島
村
幸
一
は
、「
十
声
」「
ゑ
り
ぢ
よ
」
と
と
も

に
「
御お
こ
と言

」「
御み
こ
ゑ声

」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
「
合
わ
す
」「
遣
り
交
わ
す
」

と
す
る
オ
モ
ロ
の
表
現
に
着
目
し
、「
言
葉
を
合
わ
せ
て
（
あ
る
い
は
、
遣

り
交
し
て
）
霊
的
な
交
感
を
は
か
る
意
だ
と
考
え
ら
れ
る
」（
島
村　

二
〇
一
九
：
一
二
六
）
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
声
に
よ
る
霊
的
な
交
感
に
よ
っ

て
、「
神
女
の
霊
的
な
力
を
充
溢
さ
せ
る
」（
島
村　
二
〇
一
〇
：
三
一
三
）

と
い
う
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
推
察
し
て
い
る
。

充
溢
さ
れ
た
女
性
祭
司
の
霊
力
は
、
オ
モ
ロ
に
お
い
て
は
、
国
王
や
男
性

領
主
を
守
護
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
オ
モ
ロ
で
も
、
神
女

が
「
十
声
」
を
遣
り
交
わ
す
目
的
は
、
国
王
す
な
わ
ち
「
首
里
杜　
ち
よ
わ

る　
吾
が
貴
み
加
那
志
」（
七
―
三
（
三
四
七
））
や
、「
按
司
襲
い
」（
一
二

―
八
六
（
七
三
七
））
を
守
護
し
、
国
王
に
力
を
付
与
す
る
こ
と
に
あ
る
と

言
え
る
。
女
性
祭
司
の
霊
力
を
男
性
の
国
王
に
捧
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
の

力
を
強
め
る
こ
と
を
図
る
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
王
府
の
儀
礼
歌
謡
集
と
し
て

の
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
大
き
な
特
色
で
あ
り
、
こ
の
点
、
琉
球
列
島
の
他

の
地
方
神
歌
と
は
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三　
詞
書
き
に
見
る
祭
儀
の
段
階

①
詞
書
き
に
出
る
「
君
手
擦
り
の
百
果
報
事
」

女
性
祭
司
の
霊
力
を
国
王
に
捧
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
力
の
強
化
を
図
る

と
い
う
、
オ
モ
ロ
に
特
色
深
い
テ
ー
マ
を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
、『
お
も

ろ
さ
う
し
』
に
は
「
君き
み
て手

擦づ

り
の
百も
も

果か
ほ
う
ご
と

報
事
」
と
い
う
祭
儀
が
出
る
。「
君
」

は
神
女
の
こ
と
で
あ
り
、「
手
擦
り
」
は
石
垣
方
言
の
「
テ
ィ
ー
ジ
ゥ
リ
ゥ
」

に
「
①
手
を
す
り
合
わ
せ
る
こ
と
。
合
掌
。
祈
り
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
よ

う
に
、
祈
る
こ
と
を
言
う
言
葉
で
あ
る
（
宮
城　
二
〇
〇
三
：
六
〇
三
）。

「
百
果
報
事
」
は
、
百
の
良
い
事
、「
大
き
な
慶
事
」（
平
敷　
一
九
八
三
：

八
六
三
）
と
言
っ
た
意
味
で
、「
君
手
擦
り
の
百
果
報
事
」
は
、
神
女
の
祈

り
に
よ
っ
て
大
き
な
慶
事
の
実
現
を
願
う
祭
儀
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

嘉
手
苅
千
鶴
子
は
、
君
手
擦
り
の
百
果
報
事
の
祭
儀
に
つ
い
て
、
複
数
の

史
料
を
突
き
合
わ
せ
、
そ
の
実
像
に
迫
っ
て
い
る
（
嘉
手
苅　
一
九
八
八
：

三
一
三
〜
三
二
四
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
祭
儀
は
王
府
の
年
中
行
事
で
は

な
か
っ
た
が
、
八
、九
月
の
間
に
沖
縄
本
島
北
部
の
国
頭
の
深
山
に
冷
傘

（「
ア
フ
リ
」）
が
現
わ
れ
る
と
、同
年
十
月
に
「
キ
ミ
テ
ズ
リ
」
が
出
現
し
、

こ
の
神
の
も
と
、
首
里
城
で
盛
大
な
祭
儀
と
し
て
「
君
手
擦
り
の
百
果
報

事
」
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、「
神
女
の
祈
り
」
を
意
味
す
る

「
君
手
擦
り
」
は
、
出
現
す
る
神
の
名
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

祭
儀
の
目
的
は
、
神
女
が
キ
ミ
テ
ズ
リ
の
神
と
し
て
出
現
し
、
神
の
世
界

（
お
ぼ
つ
）
か
ら
霊
力
（
せ
ぢ
）
を
降
ろ
し
て
国
王
に
奉
り
、
王
権
を
呪
的

に
強
化
す
る
こ
と
に
あ
る
（
嘉
手
苅　
一
九
八
八
：
三
一
五
）。
同
祭
儀
が

し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
た
十
月
と
い
う
月
は
、
一
日
に
王
府
の
年
中
行
事
と

し
て
更
衣
が
あ
り
、「
冬
の
は
じ
ま
り
で
い
わ
ば
新
し
い
季
節
の
到
来
」（
嘉

手
苅　
一
九
八
八
：
三
二
〇
）
の
月
で
あ
っ
た
と
い
う
嘉
手
苅
の
指
摘
は

示
唆
に
富
む
。

こ
の
「
君
手
擦
り
の
百
果
報
事
」
と
い
う
祭
儀
の
名
は
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』

の
中
で
オ
モ
ロ
に
付
さ
れ
る
「
詞
書
き
」
に
記
さ
れ
る
。
詞
書
き
と
は
、
オ

モ
ロ
の
「
う
た
わ
れ
た
場
（
儀
礼
）
に
つ
い
て
前
書
き
し
た
も
の
」（
嘉
手
苅　

一
九
八
八
：
二
七
二
）
で
、
歌
唱
の
年
月
日
が
記
さ
れ
て
お
り
、『
お
も
ろ
さ

う
し
』
全
体
で
一
七
箇
所
に
付
さ
れ
て
い
る
。
歌
わ
れ
た
場
や
背
景
に
つ
い

て
不
明
の
部
分
が
多
い
オ
モ
ロ
に
関
し
、
詞
書
き
は
オ
モ
ロ
の
歌
唱
実
態
を

探
る
う
え
で
の
貴
重
な
手
掛
か
り
と
な
る
。
一
七
の
う
ち
の
一
四
の
詞
書
き

に
は
、「
君
手
擦
り
の
百
果
報
事
」
で
か
か
る
オ
モ
ロ
が
歌
わ
れ
た
と
い
う
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
一
二
―
八
六
（
七
三
七
）
の
オ
モ
ロ
は
、

「
君
手
擦
り
の
百
果
報
事
」
の
詞
書
き
が
付
さ
れ
る
オ
モ
ロ
の
一
つ
で
あ
る
。

②
一
二
―
八
六
（
七
三
七
）
の
オ
モ
ロ
に
付
さ
れ
る
詞
書
き

「
君
手
擦
り
の
百
果
報
事
」に
つ
い
て
記
さ
れ
る
一
四
の
詞
書
き
の
う
ち
、

九
の
詞
書
き
は
、
第
一
二
の
「
色
々
の
遊
び
お
も
ろ
御
双
紙
」
の
巻
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
「
十
声
」「
ゑ
り
ち
よ
」
を
遣
り
交
わ
す
こ

と
を
歌
う
オ
モ
ロ
の
一
つ
で
あ
る
一
二
―
八
六
（
七
三
七
）
に
付
さ
れ
る

詞
書
き
は
、
以
下
で
あ
る
。

萬
暦
六
年
戊
寅
の
年と
し　
君き
み
て手
擦づ

り
の
百も
ゝ
果か
ほ
う
ご
と
報
事
の
時
に　
十
月
十
九
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日　

丁
ひ
の
と
の
酉と
り
の
日へ

に　
差さ
す
か
さ笠
の　
み
御
前ま
へ　

首し
よ
り里
大
君き
み
の　
御
前ま
へ
よ

り
給
申
候

こ
こ
に
は
、
萬
暦
六
年
（
一
五
七
八
）、
君
手
擦
り
の
百
果
報
事
の
祭
儀

の
時
、
十
月
一
九
日
に
、
差
笠
、
首
里
大
君
か
ら
下
さ
れ
た
オ
モ
ロ
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
詞
書
き
が
か
か
る
オ
モ
ロ
と
し

て
、
差
笠
が
歌
い
出
し
の
神
女
と
な
っ
て
い
る
先
の
一
二
―
八
六

（
七
三
七
）
と
、首
里
大
君
の
名
で
歌
い
出
さ
れ
る
一
二
―
八
七
（
七
三
八
）

が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

③
数
日
を
置
い
て
行
な
わ
れ
る
祭
儀

注
意
を
引
か
れ
る
点
は
、
第
一
二
の
巻
に
入
る
「
君
手
擦
り
の
百
果
報

事
」
の
九
つ
の
詞
書
き
に
記
さ
れ
る
日
付
で
あ
る
。
第
一
二
の
巻
に
配
置

さ
れ
る
詞
書
き
は
、
同
じ
年
で
数
日
間
を
置
い
て
異
な
る
日
付
が
前
後
に

並
べ
ら
れ
て
お
り
、
同
年
内
で
数
日
を
へ
だ
て
て
、
君
手
擦
り
の
百
果
報

事
の
祭
儀
が
二
度
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
と
え
ば
、
先
に
挙
げ

た
一
二
―
八
六（
七
三
七
）の
詞
書
き
の
日
付
は「
萬
暦
六
年（
一
五
七
八
）

十
月
十
九
日
」
で
あ
る
が
、
そ
の
前
の
一
二
―
八
四
（
七
三
五
）
及
び

八
五
（
七
三
六
）
の
オ
モ
ロ
に
か
か
る
詞
書
き
に
は
「
萬
暦
六
年

（
一
五
七
八
）
十
月
一
五
日
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、萬
暦
六
年
（
一
五
七
八
）

に
は
、
十
月
十
五
日
と
十
九
日
に
二
度
に
わ
た
っ
て
君
手
擦
り
の
百
果
報

事
の
祭
儀
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

④
祭
儀
の
段
階
―
「
神
迎
え
」
と
「
本
番
」

数
日
を
置
い
て
二
回
に
わ
た
り
行
な
わ
れ
た
君
手
擦
り
の
百
果
報
事
の

祭
儀
の
う
ち
、
日
付
が
早
い
方
に
行
な
わ
れ
た
祭
儀
と
、
遅
い
方
に
行
な

わ
れ
た
祭
儀
と
で
は
、
何
ら
か
の
違
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
祭
儀
の

内
容
の
詳
細
は
、
詞
書
き
か
ら
は
捉
え
難
い
が
、
詞
書
き
の
か
か
る
オ
モ

ロ
に
見
ら
れ
る
表
現
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ
る
。

ま
ず
、
日
付
が
早
い
方
の
オ
モ
ロ
の
多
く
に
は
、
共
通
し
て
見
ら
れ
る

一
連
の
表
現
が
あ
り
、
島
村
幸
一
は
こ
れ
を
「
神
迎
え
の
表
現
」（
島
村　

二
〇
一
二
：
六
九
）
と
理
解
で
き
る
と
い
う
、
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

神
迎
え
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
た
と
え
ば
第
一
二
の
巻
で
詞
書
き

の
か
か
る
オ
モ
ロ
の
う
ち
、
一
六
〇
七
年
の
君
手
擦
り
の
百
果
報
事
に
つ
い

て
早
い
方
の
日
付
け
が
記
さ
れ
る
詞
書
き
が
か
か
る
一
二
―
八
九（
七
四
〇
）

で
は
、
第
四
節
以
降
の
「
又 

按あ
ん
司じ
お
そ襲
い
ぎ
や　
御お
こ
と言　
王わ
う
に
せ
が　
御お
こ
と言　

又 

年と
し　

八
年と
せ　

成な

る
ぎ
や
め　
吉ゑ
か日　

八
年と
せ　

成な

る
ぎ
や
め　
又 

君き
み

手て
づ擦

り　
間ま
ど
う遠

さ　
見み
も
の物

遊あ
すび　

間ま
ど
う遠

さ　
又 

大
こ
ろ
達た　
集あ
と

へ
て　
も
り
や
へ

子こ

達た　
揃そ
ろ
へ
て　
又 

君き
みい
き
よ
い　
実げ

に　
有あ

れ　
神か
み
つ
か使い　
だ
に　
有あ

れ

（
又 

国
王
の
御
言
葉
は　
王
に
せ
の
御
言
葉
は　
又 

年
が
八
年
に
な
る
ま
で　

吉
日
が
八
年
に
な
る
ま
で　
又 

君
手
擦
り
（
祭
祀
の
美
称
語
）
が
長
い
間
な

い　
み
ご
と
な
神
遊
び
が
長
い
間
な
い　
又 

大
こ
ろ
達
（
高
官
）
を
集
め
て　

も
り
や
へ
子
達
（
高
官
）
を
揃
え
て　
又 

君
い
き
よ
い
（
未
詳
語
）
が
実
に

あ
れ　
神
の
招
待
が
誠
に
あ
れ
）（
島
村　
二
〇
一
二
：
六
三
）」
の
部
分
で

あ
る
。
同
様
の
表
現
が
、
同
じ
く
詞
書
き
に
書
か
れ
る
日
付
の
早
い
方
の
オ

モ
ロ
で
あ
る
一
二
―
四
三
（
六
九
四
）
に
も
あ
り
、
島
村
は
こ
れ
を
「
国
王

の
「
御
事
」（
御
言
葉
・
御
命
令
）
を
示
し
て
始
ま
る
神
迎
え
の
表
現
、
男

性
（「
大
こ
ろ
達
」）
が
祭
り
の
準
備
を
し
て
神
（
神
女
）
を
招
く
と
い
う
祭

祀
の
叙
事
と
理
解
で
き
る
表
現
」（
島
村　
二
〇
一
二
：
六
九
）
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

詞
書
き
の
日
付
が
早
い
方
の
オ
モ
ロ
を
「
神
迎
え
」
の
オ
モ
ロ
と
す
る

と
、
日
付
が
遅
い
方
の
オ
モ
ロ
は
、
早
い
日
付
の
「
神
迎
え
」
を
ふ
ま
え

て
の
、
数
日
後
の
祭
儀
で
歌
わ
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
後
日
の
祭

儀
は
、「
神
迎
え
」
に
対
す
る
祭
儀
の
「
本
番
」
な
の
か
、
あ
る
い
は
「
神

迎
え
」
に
対
応
す
る
「
神
送
り
」
な
の
か
、
ま
た
は
「
締
め
く
く
り
」
な

の
か
、
不
明
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
仮
に
「
本
番
」
と
言
っ
て
み
る
。

⑤
「
神
迎
え
」
の
オ
モ
ロ

二
回
に
渡
り
実
施
さ
れ
た
「
君
手
擦
り
の
百
果
報
事
」
の
祭
儀
の
う
ち
、

日
付
が
先
の
も
の
を
「
神
迎
え
」、
後
の
も
の
を
「
本
番
」
と
し
て
ひ
と
ま
ず

括
っ
た
う
え
で
、
あ
ら
た
め
て
「
神
迎
え
」
の
オ
モ
ロ
群
と
、「
本
番
」
の
オ

モ
ロ
群
の
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
の
特
色
や
、
両
者
の
違
い
を
検
討
す
る
た
め
に
、

本
稿
の
末
尾
に
表
を
作
成
し
た
。
表
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、「
神
迎
え
」
と

「
本
番
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
モ
ロ
に
の
み
出
る
言
葉
の
含
ま
れ
る
節
に
限
っ
て

挙
げ
た
。

表
を
見
る
と
、
た
と
え
ば
一
二
―
四
三
（
六
九
四
）
に
は
、「
又 

按
司

襲
い
が
御
言 （
国
王
の
御
言
葉
・
御
命
令
）」
で
始
ま
る
一
連
の
「
神
迎
え

の
表
現
」（
島
村　
二
〇
一
二
：
六
九
）
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
直
前
に
出

る
「
い
け
な
君
・
成
り
子
神
」
も
、
や
は
り
専
ら
「
神
迎
え
」
の
オ
モ
ロ

群
に
出
る
言
葉
と
し
て
注
目
さ
れ
る）

3
（

。

『
混
効
験
集
』
で
は
「
い
け
な
」「
な
り
き
よ
」
を
「
世
界
の
事
」（
池
宮　

一
九
九
五
：
二
八
四
）
と
し
、
一
方
「
い
け
な
ぎ
み
」「
な
り
き
よ
ぎ
み
」
を

「
神
の
名
な
り
」（
池
宮　
一
九
九
五
：
一
五
八
）
と
し
て
い
る
が
、
池
宮
正

治
は
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
「
原
注
」
も
ふ
ま
え
て
、「
い
け
な
ぎ
み
」
に
つ

い
て
「
現
実
世
界
に
霊
能
の
あ
る
神
女
の
意
。「
君
」
は
上
級
神
女
の
尊
称
」

（
池
宮　
一
九
九
五
：
一
五
八
）
と
解
し
、「
な
り
き
よ
ぎ
み
」
に
つ
い
て
は

「
成
り
子
君
。
神
の
資
格
を
持
っ
た
神
女
（
君
）
の
意
。
久
高
島
の
イ
ザ
イ

ホ
ー
の
神
事
に
出
る
神
女
ナ
ン
チ
ュ
も
「
な
り
き
よ
」
で
あ
る
」（
池
宮　
同

上
）
と
解
し
て
、「
い
け
な
」「
な
り
き
よ
」
を
神
女
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

こ
こ
で
、「
い
け
な
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
、「
神
迎
え
」
の
オ

モ
ロ
の
例
と
し
て
一
二
―
八
九
（
七
四
〇
）
の
オ
モ
ロ
の
全
文
を
掲
げ
る
。

一
二
―
八
九
（
七
四
〇
）
あ
お
り
や
へ
か
ふ
し

一  

聞き
こ

得ゑ

大
君ぎ
み

ぎ
や　

さ
し
ふ　

降お

れ
直な
お

ち
へ　

○反
按あ

司ぢ
お
そ襲

い
し
よ　

十と
も
ゝ百
末す
ゑ　

末す
へ
勝ま
さて　
ち
よ
わ
れ

又 

鳴と

響よ

む
精せ

高だ
か
こ子
が　
む
つ
き　
降お

れ
ふ
さ
て

又 

い
け
な
君き
み　
集あ
と

へ
て　
成な

り
子き
ょ　
揃そ
ろ

へ
て

又 

按あ
ん

司じ
お
そ襲

い
ぎ
や　
御お
こ
と言　

王わ
う

に
せ
が　
御お
こ
と言

又 

年と
し　
八
年と
せ　
成な

る
ぎ
や
め　
吉ゑ
か日　

八
年と
せ　
成な

る
ぎ
や
め

又 

君き
み

手て
づ擦

り　
間ま
ど
う遠

さ　
見み
も
の物

遊あ
すび　

間ま
ど
う遠

さ

又 

大
こ
ろ
達た　
集あ
と

へ
て　
も
り
や
へ
子こ

達た　
揃そ
ろ

へ
て
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又 

君き
みい
き
よ
い　
実げ

に　
あ
れ　
神か
み
つ
か使い　
だ
に　
あ
れ

又 

赤あ
か
ぐ
ち
ゃ

口
が　
依よ

い
憑つ

き　
て
だ
神が
み

達た
ち　

鳴と

響よ

で

又 
て
る
か
は
む　
誇ほ
こ
て　
一い
ち
ろ
こ
郎
子
む　
誇ほ
こ
て

こ
の
オ
モ
ロ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
神
女
に
よ
る
祭
儀
の
オ
モ
ロ
で
は
、

ま
ず
、「
降
れ
直
ち
へ
」「
降
れ
わ
ち
へ
」「
降
れ
変
わ
ち
へ
」
等
、
神
女
が

天
上
世
界
か
ら
降
り
て
く
る
こ
と
が
冒
頭
か
ら
歌
わ
れ
る
。「
神
迎
え
」
と

「
本
番
」
の
オ
モ
ロ
に
共
通
す
る
こ
う
し
た
「
天
降
り
」
の
表
現
は
、「
オ

モ
ロ
に
お
け
る
憑
霊
が
、
垂
直
方
向
の
移
動
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
」（
波

照
間　
一
九
九
九
：
九
三
〇
）
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。

神
女
の
「
天
降
り
」
は
、
生
身
の
人
間
と
し
て
の
神
女
が
降
り
て
く
る

の
で
は
な
く
、
神
女
の
神
霊
、
霊
力
が
、
天
上
か
ら
降
り
て
く
る
の
だ
と

理
解
さ
れ
て
い
る
（
仲
原　
一
九
五
七
：
九
三
）。
そ
の
神
霊
は
降
り
て
き

て
ど
こ
に
憑
く
の
か
と
い
う
と
、
一
二
―
八
九
（
七
四
〇
）
の
よ
う
な
高

位
の
神
女
の
オ
モ
ロ
の
場
合
は
、「
聞
得
大
君
ぎ
や　
さ
し
ふ　
降
れ
直
ち

へ
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
さ
し
ふ
」、
ま
た
「
む
つ
き
」
と
呼
ば
れ
る
、
神

が
か
り
を
専
門
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
神
女
に
降
り
た
と
歌
わ
れ
て
い
る
。

聞
得
大
君
を
は
じ
め
と
す
る
高
位
の
神
女
は
、
自
ら
は
神
が
か
り
を
せ
ず
、

「
さ
し
ふ
」
や
「
む
つ
き
」
に
神
が
か
り
を
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は

「
王
府
高
級
神
女
の
シ
ャ
ー
マ
ン
か
ら
プ
リ
ー
ス
ト
へ
の
変
化
」（
波
照
間　

一
九
九
九
：
九
二
五
）
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

「
さ
し
ふ
」
は
『
混
効
験
集
』
の
「
さ
し
ぼ
」
の
項
で
「〔
託
〕
女
の
事
也
」

と
さ
れ
、池
宮
に
よ
っ
て
「
神
が
憑
依
し
た
も
の
」
と
い
う
説
明
が
付
さ
れ
、

「
む
つ
き
」
は
同
書
で
「
物
憑
き
。
霊
力
（
も
の
）
が
着
く
人
、
着
い
た
人
」

と
説
明
さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
（
池
宮　
一
九
九
五
：
一
七
〇
〜
一
七
一
）。

で
は
、
い
ず
れ
も
神
霊
に
接
す
る
神
女
を
指
す
言
葉
で
あ
る
「
さ
し
ふ
」

「
む
つ
き
」
と
、
先
の
「
い
け
な
」「
な
り
き
よ
」
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
島
村
幸
一
は
『
混
効
験
集
』
及
び
『
お

も
ろ
さ
う
し
』
の
「
聞
書
」
の
記
述
を
ふ
ま
え
て
、「「
い
け
な
」
は
君
々
の

神
霊
が
サ
シ
フ
・
ム
ツ
キ
に
依
り
憑
い
て
こ
の
世
界
に
顕
現
し
て
い
る
状
態
」

（
島
村　
二
〇
一
〇
：
一
一
一
）、
ま
た
、「「
い
け
な
」
は
さ
し
ふ
・
む
つ
き
に

君
々
の
神
霊
が
憑
い
た
神
女
達
（
君
や
さ
し
ふ
等
）
が
、
人
々
の
前
に
現
れ

た
状
態
」（
島
村　
二
〇
一
二
：
六
七
）
を
指
す
語
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、「
さ
し
ふ
」「
む
つ
き
」
は
神
霊
が
憑
依
す
る
対
象
と
し
て
の

神
女
を
言
う
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、「
い
け
な
」「
な
り
き
よ
」
は
、
神

霊
が
こ
の
世
界
に
顕
現
し
て
い
る
状
態
、
ま
た
神
霊
の
存
在
を
体
現
し
て

い
る
神
女
が
人
々
の
前
に
現
れ
た
状
態
を
指
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

一
二
―
八
九
（
七
四
〇
）
の
オ
モ
ロ
で
は
、
そ
う
し
た
「
い
け
な
」「
な

り
き
よ
」
を
「
集
へ
て
（
集
め
て
）」「
揃
へ
て
（
揃
え
て
）」
と
い
う
こ
と

が
歌
わ
れ
て
い
る
。
二
段
階
の
祭
儀
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、「
さ
し
ふ
」

「
む
つ
き
」
は
「
神
迎
え
」
と
「
本
番
」
の
両
方
の
オ
モ
ロ
に
出
る
の
に
対

し
、「
い
け
な
」「
な
り
き
よ
」
は
、「
神
迎
え
」
の
オ
モ
ロ
の
み
に
出
る
と

い
う
点
が
興
味
深
い
。
君
手
擦
り
の
神
事
に
お
け
る
、「
高
級
神
女
の
神
霊

が
降
り
て
顕
現
す
る
こ
と
を
謡
う
」（
島
村　
二
〇
一
〇
：
一
一
一
）
こ
と

の
重
要
性
は
既
に
島
村
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
神
霊
の
顕
現
は
祭

儀
の
前
段
で
歌
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
注
意
し
て
お
き
た
い
。

神
霊
が
「
さ
し
ふ
」「
む
つ
き
」
に
依
り
憑
き
、「
い
け
な
」「
な
り
子
」
と

し
て
現
わ
れ
て
い
る
状
態
の
神
女
を
歌
う
こ
と
が
、
二
回
に
わ
た
っ
て
行

な
わ
れ
る
祭
儀
の
前
段
の
、
国
王
に
よ
る
「
神
迎
え
」
の
オ
モ
ロ
に
と
り
、

必
要
な
叙
述
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥
「
本
番
」
の
オ
モ
ロ
に
お
け
る
「
対
峙
」

続
く
「
本
番
」
の
オ
モ
ロ
に
固
有
の
表
現
の
一
つ
は
、
本
稿
で
着
目
す

る
「
十
声　
遣
り
交
わ
ち
へ
」「
ゑ
り
ち
よ　
遣
り
交
わ
ち
へ
」
で
あ
る

（
一
二
―
八
六
（
七
三
七
））。
ま
た
、
一
二
―
四
四
（
六
九
五
）
の
「
あ

ま
こ　

合あ

わ
ち
へ　

拝お
が
ま　

御み
か
お
う顔　

合あ

わ
ち
へ　

手て
づ摩
ら
」、
一
二
―

八
一
（
七
三
二
）
の
「
又 

吉よ
か日　
七な
ん
か日　
遊あ
す
で　
あ
ま
こ　
合あ

わ
ち
へ
か

ら
は　
又 

吉ゑ
か日　

七な
ん
か日　

遊あ
す

で　
御み
き
や
う顔　

合あ

わ
ち
へ
か
ら
は
」
と
い
う
、

二
者
が
向
き
合
っ
て
「
あ
ま
こ）

4
（

」
や
顔
を
合
わ
せ
る
と
い
う
表
現
も
「
本

番
」
の
み
に
出
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
二
者
の
「
対
峙
」
を
示
す
と
言

え
る
よ
う
な
表
現
は
、「
君
手
擦
り
の
百
果
報
事
」
の
祭
儀
で
前
に
行
な
わ

れ
る
「
神
迎
え
」
の
オ
モ
ロ
に
は
出
ず
、
後
の
「
本
番
」
の
オ
モ
ロ
に
固

有
の
も
の
と
し
て
出
て
く
る
。

一
二
―
四
四
（
六
九
五
）「
あ
ま
こ　
合
わ
ち
へ　
拝
ま　
御
顔
合
わ

ち
へ　
手
摩
ら
」、
一
二
―
八
一
（
七
三
二
）「
又 

吉
日
七
日
遊
で　
あ
ま

こ　
合
わ
ち
へ
か
ら
は　
又 

吉
日
七
日
遊
で　
御
顔
合
わ
ち
へ
か
ら
は
」

と
あ
る
、「
あ
ま
こ
」
す
な
わ
ち
顔
を
合
わ
せ
る
と
歌
う
オ
モ
ロ
で
は
、「
対

峙
」
の
関
係
に
あ
る
の
は
神
女
と
国
王
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、

一
二
―
八
六
（
七
三
七
）「
十
声　
遣
り
交
わ
ち
へ
」「
ゑ
り
ち
よ　
遣
り

交
わ
ち
へ
」
で
は
、
神
女
同
士
（
聞
得
大
君
と
差
笠
）
が
声
を
遣
り
交
わ

す
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
二
節
②
項
で
検
討
し
た

「
十
声
」
の
出
る
オ
モ
ロ
を
見
て
も
、
一
―
一
六
（
一
六
）・
七
―
三

（
三
四
七
）・
七
―
一
八
（
三
六
二
）
は
聞
得
大
君
と
「
て
る
か
は
」、
一
二

―
七
三
（
七
二
四
）
は
聞
得
大
君
と
首
里
大
君
が
「
十
声
」
を
遣
り
交
わ

す
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
お
も
ろ
さ
う
し
辞
典
・
総
索
引
』
に

よ
っ
て
「
あ
ま
こ
」
の
出
る
オ
モ
ロ
を
確
認
す
る
と
、
い
ず
れ
も
国
王
と

神
女
が
「
あ
ま
こ
」
を
合
わ
せ
る
と
歌
わ
れ
て
い
る
。
以
上
よ
り
、
オ
モ

ロ
で
は
「
十
声
」
を
遣
り
交
わ
す
二
者
は
神
女
同
士
、
顔
を
見
合
わ
せ
る

二
者
は
国
王
と
神
女
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
う
し
た
「
対
峙
」
の
主
体
の
異
な
り
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る

の
か
、
現
時
点
で
は
正
確
な
と
こ
ろ
を
捉
え
難
い
が
、
神
女
同
士
や
聞
得
大

君
と
太
陽
神
「
て
る
か
は
」
の
間
で
は
、
聖
な
る
声
・
言
葉
と
し
て
の
「
十

声
」
を
媒
体
に
霊
力
の
充
溢
を
は
か
る
の
に
対
し
、
神
女
と
国
王
と
の
間
で

は
、
声
や
言
葉
は
媒
体
と
は
な
ら
ず
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

霊
力
の
充
溢
を
は
か
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
今
日
の

沖
縄
の
村
落
祭
祀
に
お
い
て
も
、
祭
儀
に
お
け
る
神
歌
や
祈
願
の
言
葉
が
、

専
ら
女
性
祭
司
同
士
、
あ
る
い
は
女
性
祭
司
と
神
と
の
関
係
の
中
で
継
承
さ

れ
実
践
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
通
じ
る
よ
う
で
興
味
深
い
。
沖
縄
の
女

性
祭
司
は
、
神
歌
や
祈
願
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
神
霊
の
存
在
を
具
体
的
に
描

き
、
神
霊
を
自
ら
に
引
き
付
け
て
捉
え
る
面
が
あ
り
、
そ
の
う
え
で
村
落
の

住
民
を
守
護
す
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で
は
女
性
祭
司
の
神
歌
や
祈
願
の
言
葉

は
、
守
護
の
対
象
で
あ
る
村
落
の
人
び
と
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
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よ
っ
て
力
を
発
揮
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
（
澤
井　
二
〇
一
二
：

一
二
八
〜
一
三
〇
）。

⑦
前
段
・
後
段
の
表
現
か
ら
見
る
祭
儀
の
段
階

以
上
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
詞
書
き
に
記
さ
れ
る
日
付
を
手
掛
か
り
に
、

祭
儀
の
前
段
と
後
段
の
表
現
の
違
い
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
前
段
で
は
「
い

け
な
」「
な
り
き
よ
」
及
び
「
神
迎
え
」
の
一
連
の
描
写
が
固
有
の
表
現
と
し

て
置
か
れ
、
後
段
で
は
二
者
の
対
峙
の
描
写
が
固
有
の
表
現
と
な
っ
て
い
た
。

祭
儀
の
前
段
か
ら
後
段
に
至
る
こ
の
よ
う
な
流
れ
は
、
前
稿
で
検
討
し

た
伊
是
名
島
の
雨
乞
い
の
ミ
セ
セ
ル
の
成
り
行
き
と
符
合
す
る
（
澤
井　

二
〇
二
〇
：
七
九
〜
八
三
）。
同
ミ
セ
セ
ル
で
も
、
サ
シ
ブ
へ
の
憑
霊
に

よ
っ
て
雨
乞
の
儀
礼
が
始
ま
り
、
男
た
ち
が
夜
籠
り
を
し
、
祭
司
を
中
心

と
し
て
雨
乞
い
の
願
い
を
申
し
述
べ
る
と
、
地
上
の
聖
域
と
天
上
の
聖
域

が
「
相
手　
ナ
テ　
ツ
ボ
テ　
ナ
テ
（
相
手
に
な
っ
て
、
つ
ぼ
こ
（
対
座
）

に
な
っ
て
）」（
外
間
・
玉
城　
一
九
八
〇
：
四
一
〜
四
三
）
と
い
う
「
対

峙
」
の
状
態
に
な
り
、
そ
の
結
果
雨
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い

た
。
こ
こ
に
、
祭
儀
が
目
的
遂
行
に
向
か
う
後
段
の
最
終
的
な
局
面
で
、

二
者
の
対
峙
に
つ
い
て
の
表
現
が
出
て
き
て
い
る
。

こ
れ
を
ふ
ま
え
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
立
ち
戻
る
と
、
詞
書
き
の
無
い
オ

モ
ロ
で
も
、
前
段
・
後
段
に
固
有
の
表
現
を
目
安
と
し
て
、
そ
の
オ
モ
ロ
が

歌
わ
れ
た
背
景
を
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か）

5
（

。

た
と
え
ば
、「
又 

聞き
こ

得ゑ

大
君ぎ
み

と　
十と
こ
へ声　

遣や

り
交か

わ
ち
へ　
又 

鳴と

響よ

む

精せ

高だ
か
こ子

と　
ゑ
り
ち
よ　
遣や

り
交か

わ
ち
へ
」と
歌
う
一
二
―
七
三（
七
二
四
）

の
、
二
首
前
の
一
二
―
七
一
（
七
二
二
）
に
は
、「
按あ
ぢ司
襲お
そ
い
が　
い
き

よ
い
」「
貴た
た

み
人き
ょ

が　
い
き
よ
い
」
と
い
う
、
先
の
詞
書
き
の
か
か
る
オ
モ

ロ
の
う
ち
「
神
迎
え
」
に
固
有
だ
っ
た
「
招
請
」
を
意
味
す
る
「
い
き
よ

い
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
今
回
の
検
討
を
ふ
ま
え
る
と
、
こ
れ
ら
二
つ

の
オ
モ
ロ
が
一
連
の
祭
儀
の
中
で
歌
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
詞
書
き
に
記
さ
れ
る
祭
儀
の
日
付
の
前
後
と
、
前
段
・
後
段

の
オ
モ
ロ
に
固
有
の
表
現
を
取
り
結
ん
で
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、

一
六
五
〇
年
に
編
纂
さ
れ
た
琉
球
初
の
正
史
『
中
山
世
鑑
』
所
出
の
オ
モ

ロ
に
付
さ
れ
る
、「
欠
け
」（
池
宮　
一
九
八
八
：
九
）
の
あ
る
詞
書
き
に

あ
た
る
文
章
に
つ
い
て
も
、
祭
儀
の
流
れ
を
よ
り
明
確
に
確
認
し
な
が
ら

位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る）

6
（

。

四　
今
後
の
課
題

本
稿
で
は
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
オ
モ
ロ
に
お
け
る
「
十
声
」
を
「
遣

り
交
わ
す
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
、
第
一
二
の
巻
に
置
か
れ
る
「
君
手

擦
り
の
百
果
報
事
」
の
祭
儀
に
関
す
る
詞
書
き
を
手
掛
か
り
に
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、「
十
声
」
を
「
遣
り
交
わ
す
」
と
い
う
「
対
峙
」
を
歌
い
込
む

オ
モ
ロ
は
、「
君
手
擦
り
の
百
果
報
事
」
の
祭
儀
の
後
段
で
歌
わ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
従
来
の
研
究
で
は
、
祭
儀
の
前
段
で
歌
わ
れ

る
、
神
霊
が
「
降
り
る
」
と
い
う
「
憑
依
」
に
つ
い
て
の
表
現
が
着
目
さ

れ
て
き
た
が
、
祭
儀
の
目
的
遂
行
に
直
結
す
る
と
考
え
ら
れ
る
「
十
声
」

を
「
遣
り
交
わ
す
」
表
現
、
ま
た
顔
を
合
わ
せ
る
表
現
と
い
う
、
後
段
の

「
対
峙
」
の
表
現
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
注
意
し
て
分
析
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
指
摘
し
た
祭
儀
の
前
段
と
後
段
に
固
有
の
表
現

を
指
標
に
、
詞
書
き
の
無
い
オ
モ
ロ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
オ
モ
ロ
が
歌
わ

れ
た
背
景
の
検
討
を
試
み
る
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
、
本
稿
末
尾
の
表
で
網
掛
や
四
角
囲
い
を
付
し
て
示
し
た
祭
儀
の

前
段
・
後
段
に
固
有
の
表
現
の
う
ち
、
本
稿
で
十
分
に
検
討
で
き
な
か
っ
た

言
葉
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
太
陽
神
「
て
る
か
は
」
は
、
第

一
二
の
巻
の
中
で
「
君
手
擦
り
の
百
果
報
事
」
の
詞
書
き
が
か
か
る
オ
モ
ロ

中
、
五
箇
所
に
出
る
が
、
そ
の
う
ち
の
四
例
が
「
神
迎
え
」
に
出
て
い
る
。

ま
た
、「
て
る
か
は
」
の
対
語
で
あ
る
「
て
る
し
の
」
及
び
「
一い
ち
ろ
こ
郎
子
」
は
、

「
神
迎
え
」
の
み
に
出
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
君
手
擦
り
の
百
果
報
事
の
祭

儀
で
は
、
前
段
の
「
神
迎
え
」
で
太
陽
神
「
て
る
か
は
」
が
言
い
換
え
ら
れ

な
が
ら
頻
繁
に
歌
わ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
、「
十
声
」
を
聞
得
大
君
と
「
て
る
か
は
」
で
遣
り
交
わ
す
こ
と
を
歌

う
オ
モ
ロ
の
例
と
し
て
本
稿
で
参
照
し
た
七
―
三
（
三
四
七
）
の
オ
モ
ロ
の

第
一
節
を
も
う
一
度
提
示
す
る
と
、「
一　
聞き
こ
得ゑ

大
君ぎ
みぎ
や　
や
ゝ
の
き
く
嶽た
け

に　
上の
ぼ
て
お
わ
ち
へ　
さ
り
よ
く　
て
だ　
て
る
か
は
と　
十と

声こ
へ
遣や

り
交か

わ

ち
へ　
首し
よ
り里

杜も
り　
ち
よ
わ
る　
吾あ

が
貴た
ゝ

み
加が
な那

志し　
守ま
ぶ

て　
守ま
ぶ

り
よ
わ
れ
」

と
な
っ
て
お
り
、
祭
儀
前
段
を
特
色
づ
け
る
表
現
と
言
い
得
る
「
て
る
か
は
」

と
、
祭
儀
後
段
に
固
有
と
し
た
「
対
峙
」
の
表
現
と
し
て
の
「
十
声
」
の
遣

り
交
わ
し
の
表
現
が
同
時
に
出
て
い
る
う
え
、
神
女
が
「
降
り
る
」
こ
と
を

描
写
す
る
歌
い
出
し
の
オ
モ
ロ
が
数
あ
る
中
、
本
歌
で
は
聞
得
大
君
が
「
上

て
お
わ
ち
へ
」
と
い
う
よ
う
に
、
上
る
こ
と
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、

こ
の
オ
モ
ロ
は
、
本
稿
で
検
討
し
た
君
手
擦
り
の
祭
儀
前
段
・
後
段
と
は
ま

た
異
な
る
背
景
を
有
す
る
祭
儀
で
歌
わ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

王
府
の
歌
謡
集
と
し
て
の
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
琉
球
文
学
に
お
け
る
特

異
な
性
質
に
注
意
し
た
う
え
で
、
そ
こ
に
収
め
ら
れ
る
オ
モ
ロ
の
表
現
に
つ

い
て
多
角
的
に
検
討
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
引
き
続
き
、
琉
球
列
島
の
宗

教
文
化
に
走
る
様
々
な
特
質
の
脈
絡
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

注（
1
） 

全
二
二
巻
。
一
五
三
一
年
に
第
一
の
巻
、
一
六
一
三
年
に
第
二
、

一
六
二
三
年
に
第
三
以
下
が
編
纂
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
う
ち
中
心
的
な
編

纂
作
業
は
第
三
以
下
の
一
六
二
三
年
に
行
な
わ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い

る
（
島
村　
二
〇
一
二
：
一
二
九
〜
一
三
一
）。

（
2
） 「
十
声
」
を
「
遣
り
交
わ
す
」
こ
と
が
歌
わ
れ
る
オ
モ
ロ
は
全
部
で
、

七
―
三
（
三
四
七
）、
一
二
―
七
三
（
七
二
四
）、
一
―
一
六

（
一
六
）、
七
―
一
八
（
三
六
二
）、
一
二
―
八
六
（
七
三
七
）
の
五
首

で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
四
―
五
五
（
二
〇
六
）
で
は
、「
ゑ
り
ち
よ
」

の
み
が
「
遣
り
交
わ
ち
へ
」
と
歌
わ
れ
る
。

 

　
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
本
文
は
『
定
本 

お
も
ろ
さ
う
し
』（
外
間
・
波

照
間　
二
〇
〇
二
）
所
収
の
尚
家
本
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
影
印
に
よ
っ

て
記
し
、『
校
本 

お
も
ろ
さ
う
し
』（
仲
原
・
外
間　
一
九
六
五
）
所
収

の
仲
吉
本
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
影
印
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』（
上
）（
下
）

（
外
間
校
注　
二
〇
〇
〇
）、『
お
も
ろ
さ
う
し
』（
島
村　
二
〇
一
二
）

を
参
照
し
て
、
濁
点
を
付
し
漢
字
を
充
て
た
。
尚
家
本
の
中
の
文
字
の

欠
落
や
不
備
は
、
重
複
す
る
オ
モ
ロ
や
、『
校
本 

お
も
ろ
さ
う
し
』（
仲
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原
・
外
間　
一
九
六
五
）
所
収
の
仲
吉
本
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
影
印

に
よ
っ
て
補
い
、（　
）
内
に
記
し
た
。
ま
た
、
各
節
で
繰
り
返
さ
れ
る

反
復
部
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
に
は
、
○反
の
記
号
を
付
し
た
。

（
3
） 「
い
け
な
」
と
「
い
け
な
君
」
の
違
い
に
つ
い
て
、
対
応
す
る
神
女
が

聞
得
大
君
の
場
合
は
「
い
け
な
君
」
と
し
て
「
君
」
が
つ
け
ら
れ
て
お

り
、「
い
け
な
」
と
の
み
記
す
他
の
高
級
神
女
の
場
合
と
の
間
に
表
現

の
区
別
が
さ
れ
て
い
る
（
島
村　
二
〇
一
〇
：
一
一
一
）。

（
4
） 

前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
あ
ま
こ
」
は
従
来
「
眼
」
と
い
う
漢
字

が
充
て
ら
れ
、「
眼
」
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
が
、
池
宮
正
治
は
「
あ
ま

こ
」
が
「
み
か
お
う
（
御
顔
）」
と
対
語
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
重
視

し
、「
あ
ま
こ
」
は
本
土
古
語
で
素
顔
を
意
味
す
る
「
あ
ま
が
ほ
（
尼

顔
）」
と
関
わ
る
「
顔
」
を
指
す
語
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
（
池

宮　
二
〇
〇
四
：
二
八
）。
本
稿
で
は
池
宮
に
し
た
が
っ
て
「
あ
ま
こ
」

を
「
顔
」
と
考
え
、
平
仮
名
で
表
記
し
て
い
る
。

（
5
） 

既
に
島
村
は
、「
君
手
擦
り
」
の
用
例
等
に
着
目
し
て
、『
お
も
ろ
さ
う
し
』

の
第
一・三・四・六・一
二
の
巻
に
は
詞
書
き
は
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、
実

際
に
は
「
君
手
擦
り
」
の
祭
儀
で
歌
わ
れ
た
オ
モ
ロ
が
入
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
島
村　
二
〇
一
〇
：
一
〇
五
）。

（
6
） 『
中
山
世
鑑
』
巻
五
に
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
一
二
―
四
三

（
六
九
四
）、
一
二
―
四
四
（
六
九
五
）、
一
二
―
八
二
（
七
三
三
）、

一
二
―
八
三
（
七
三
四
）
の
オ
モ
ロ
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

第
四
四
回
日
本
口
承
文
芸
学
会
大
会
に
お
い
て
西
岡
敏
氏
か
ら
ご
教
示

い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。『
中
山
世
鑑
』
の
オ
モ
ロ

に
つ
い
て
今
回
は
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後

引
き
続
き
注
意
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

参
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献
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う
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縄
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沖
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定
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も
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し
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〇
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書
店
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城
信
勇
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石
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言
辞
典
』
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〇
〇
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沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
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表「君手擦りの百果報事」の前段「神迎え」と後段「本番」のオモロの表現
巻番号－巻内の通し番号（全巻
の通し番号）、詞書きの日付

「神迎え」【「神迎え」のみに出る言葉に網掛けを付している】

12－ 43（694）
嘉靖廿四年（1545）8月 19日

又 いけな君　揃へて　成り子神　集へて　又 按司襲いが御言　
君手擦り 間遠さ　又 王にせが御言　見物遊び　間遠さ　又 大
ころ達　揃へて　守り合へ子達　集へて　又 君いきよい　この
め　主使い　このめ　又 使いてゝ　よ知られ　御言てゝ　よ知
られ　又 按司襲いが御言　大君に撓て

12－ 82（733）
嘉靖廿八年（1549）10月 13日

又 てるしのは　宣立てゝ　真末　尋めて　降れわちへ　又 成さ
い子思い按司襲い　首里杜ちよわちへ　大君に　撓わ

12－ 83（734）
嘉靖廿八年（1549）10月 13日

一 聞ゑ君加那志　いけな　成り変わて　首里杜降れわちへ　又 
鳴響む君加那志　成り子　降れ変わて　真玉杜降れわちへ

12－ 84（735）
萬暦六年（1578）10月 15日

又 いけな君　依り降ろちへ　又 成り子君　憑き降ろちへ

12－ 88（739）
萬暦十五年（1587）年 10月 18日

一 聞ゑ精ん君ぎや　成り子　降れ栄て　又 鳴響む君鳴響みが　
いけな　降れ直ちへ　

12－ 89（740）
萬暦三十五年（1607）10月 10日

又 いけな君　集へて　成り子　揃へて　又 按司襲いぎや　御言　
王にせが　御言　又 年八年　成るぎやめ　吉日八年　成るぎや
め　又 君手擦り　間遠さ　見物遊び　間遠さ　又 大ころ達　集
へて　守り合へ子達　揃へて　又 君いきよい　実に　あれ　神
使い　だにあれ　又 赤口が　依い憑き　てだ神達　鳴響で　又 
てるかはむ　誇て　一郎子む　誇て

12－ 90（741）
萬暦三十五年（1607）10月 10日

又 てるかはむ　誇りよわちへ　一郎子む　誇りよわちへ

「本番」【「本番」のみに出る言葉に網掛けを付している】
12－ 44（695）
嘉靖廿四年（1545）8月 25日

又 あまこ 合わちへ　拝ま　御顔 合わちへ　手摩ら

12－ 81（732）
嘉靖廿八年（1549）10月 21日

又 吉日七日遊で　あまこ合わちへからは
又 吉日七日遊で　御顔合わちへからは

12－ 86（737）
萬暦六年（1578）10月 19日

又 聞得大君ちよ　十声　遣り交わちへ　又 鳴響む精高子と　ゑ
りちよ　遣り交わちへ　

12－ 94（745）
萬暦三十五年（1607）10月 15日

又 しねりやから　相手君やれは

※「神迎え」の 12－ 85（736）〔萬暦六年（1578）10月 15日〕、12－ 87（738）〔萬暦六年（1578）
10月 19日〕、12－ 91（742）〔萬暦三十五年（1607）10月 10日〕、12－ 92（743）〔萬暦三十五年
（1607）10月 15日〕、12－ 93（744）〔萬暦三十五年（1607）10月 15日〕のオモロには固有の表現
が含まれないため、表から省いている。第 12の巻の中で「君手擦りの百果報事」の詞書きがかかる
オモロの中、「神迎え」に 8例中 6例が出る「御言」、3例中 2例が出る「大ころ達」、5例中 4例が
出る「てるかは」には囲み線を付している。


